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卵管内胚移植のための子宮鏡用カテーテルの開発
一組織学的評価お よびその臨床応用一

内容の要旨

北　村

　体外受精一胚移植(lVF-EC}に お ける胚移植あた りの妊娠率は、

20%前 後 と必ずしも高率とはいえない。現在の標準的な胚移植時期は

採卵後2-3目 目であn,胚 が移臆されてから着床する迄の2-3日

の時岡差を解消するとともに初期胚にとり体外環境に比べ至適であ

ると考えられている卵管環境を生かすために卵管移植法が考案され

ている。従来の卵管移植法は腹腔鏡下で経卵管采的に施行されてきた

が、子宮鏡下卵管胚移植法(hysteroscopic　tubal　stage　transfer:n-resTJ

な どの卵管への経腺的胚移植法の砲立が盟まれている。しか し、卵管

の内腔にカテーテルを挿入し、さらにその先端を正碗な位置に到達さ

せることは困建であると考えられてきた。

　本研究では、本来の受精の場である卵管膨大部へ正確に胚を移植す

るためi"よ り細く最適な畏さの先端を持っ子宮鏡用の新規カテーテ

ルを開発した。次に光学頬微鏡、透過型亀子顕微暁及び走査型電子顕

微鏡を用いてカテーテル挿入が及ぼす卵管の形態学的変化について

検尉を加えた。さらに、この新娩カテーテルを用いた胚移描の臨床成

績を従来のIVF一・ETの成績との間で前方視的に比較検肘 した。カテー

テル操作の点から、カテーテルの形状は先端の一部分を卵管挿入に適

した細い径とし、残 りの部分は優れた操作性を持つ太い径を持つもの

とする必要があると考えられ、高い完全挿入率より先蟷3㎝ が細く

なっているものを新規カテーテルに選択した。光学顕微鏡や走査型電

子顕微鏡による観察では、カテーテル挿入後の卵管内睦表面の線毛細

胞 と非線毛細胞には変形あるいは欠緻を認めず、線毛細胞の脱線毛化

も認めなかった。透過型霞子顕微鏡による観察では、カテーテル挿入

後の卵管内腔衷面には損傷がないことを示した。さらに、カテーテル

の挿入は卵管内睦上皮の細胞接着装置や基底膜に揖働を与えず、ミト

コン ドリア数に変化を与えないことから卵管の構造に損傷を与えず、

卵管の生体変化への影響を及ぼさない可能性を示 した。色聚通水検査

の結果より、子宮外妊娠の予防のために移椀時の胚をカテーテル内に

装填する際の培養液量を0.05mlと した。この新規カテーテルを用いた

子宮鏡下卵管胚移植法(MTESTJで は、従来のIVF-Efに 比べ有意に高

い妊i娠率、着床率と低い傾向の流産率が得られ,n・1rESTの 有用性が示

唆された。以上の結果よn,本 カテーテルを用いるh・TESTiは難治性不

妊症に対する生殖補助医療技術として有用であると考えられた。

誠　司

輪文審査の要旨

　体外受精一胚移植(lVF-ET)に お ける標準的な胚移植時期は採卵後

2-3日 目であ り,着床する迄の2-3日 の 時間差を解消するととも

に初期胚にとり至適である卵管壌境を生かすために卵管移値法が考

案され、子宮鏡下卵管胚移植法 〔MTEST)な どの卵管への経腔的胚移

植法の確立が望まれている。本研究では、卵管膨大部へ正確に胚を移

植するために、先端3cmが 細 くなっている子宮鏡用の新規カテーテ

ルを開発し、高い卵管挿入串を確認 した。次に光学顕微鏡、透過型電

子顕微鏡及び走査型電子顕微鏡 を用いてカテーテル挿入が及ぼす卵

管の形態学的変化について検討を加えた。カテーテル挿入後の卵管内

腔衷面の線毛細胞と非線毛細胞における変形あるいは欠揖、線毛細胞

の脱線毛化も誌めず,透 過型電子顕微鏡による観察では、卵管内腔表

面には損傷がないことを示 し、卵管内腔上皮の細胞接着装置や基底膜

における損傷、ミトコン ドリア数の変化が語められないことからカ

テーテル挿入は卵管の生体変化への影響を及ぼさない可能性 を示 し

た。この新規カテーテルを用いたh・τESTで13,胚 移植の臨床成績を前

方視的に比較検討すると、従来のIVF-ETIに 比べ有意に高い妊娠率、着

床寧と低い傾向の流産率が得られ、h・resTの 有用性が示唆 された。

　審査では、カテーテル挿入による卵管上皮の変化の様態について質

fuiがあn,線 毛が消失する様な損傷では基底膜まで破壊され るので

は、とい う指簡があった。カテーテル揮入による組織変化についての

綴告は今までに無く、変性による上皮衷面の線毛、細胞接着装置や基

底膜、細胞内小器官に変化が生 じる可能性が考えられ ると回答 され

た。次に検体作成時間に関してカテーテル挿入から検体作成までに10

か ら30分 を要したが、短時間にそのような形態的変化を生 じるかとの

指摘があり、対象がヒ トであn,検 体作成時間については制限がある

と回答された。また、カテーテル挿入が及ぼす卵管の長期問の形態学

的変化について指摘があったが、新規カテーテルと同様のカテーテル

挿入による卵管形成術後の累積妊娠率が術後1～2年 まで上昇す る

との綴告が複数あり、臨床的には畏期間の形態学的変化は小さいと考

えられた。次に卵管走行の検討にっいて質問がなさn,カ テーテル挿

入し易い卵管の有無にっいて指摘があった。大きい子宮腔や卵管挿入

困雌の症例は除外していると回答された。

　以上のように、本研究ではさらに検肘すべき課題を残 しているが、

新規カテーテル使用の卵管に対する形態学的評価を試み、隣容範囲内

であることを砲認 し、さらにこの新娩カテーテルを用いたh・TESTが

難治性不妊症に対する生殖補助技術 として有用であると考えられ、今

後の生殖医療において有意義な研究であると評価された。
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